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上伊那農業委員会協議会の令和 3 年度農業功績者・農業功績者感謝状贈呈者・農業名

人認定者が決まりました。町内の表彰者・認定者は以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

      

                                              

  農業功績者  代田 三男（しろた みつお）さん（木下） 

  ・耕作者がいなくなった農地を引き受け、町内農地の集約・集積に大きく貢献。最近

は冬期間の雇用安定や有機農業にも取組む。 

  農業功績者感謝状贈呈者   柴 恒年（しば つねとし）さん（八乙女） 

  ・箕輪町農業委員会長、上伊那農業委員会協議会副会長、上伊那農業委員会協議会監

事を歴任。 

  農業名人認定者   唐澤 成好（からさわ しげよし）さん（大出） 

  ・野菜づくり名人として認定。苗は全て自分で種からおこし、ハウスを活用した春一

番レタスを出荷するなど、工夫を重ねた栽培を行う。 

 

※農業功績者表彰の受賞等伝達式を 2 月 17 日に予定していましたが、まん延防止等重点

措置期間中のため延期とします。 

箕輪町農業委員会 プレスリリース  

令和 4 年２月１７日 発信 
箕輪町 



 

 

 

 

 

１ 農業功績者表彰 

 農業に従事し、農業政策に係る顕著な功績、新技術の開発普及、研究発明考案、農業

環境の改善等について、特に優れた功績のあった個人又は団体を表彰します。 

 

 

 

  農業功績者 （上伊那で１団体＋５人） 

 

市 町 村 名 個人・団体名 功  績  の  概  要 

 箕 輪 町 代田
し ろ た

 三男
み つ お

 

セイコーエプソン株式会社に勤務する傍ら、定年後の生

活を見据え、57歳から兼業で農業を始めた。 

退職後には、59 歳で電気工事監理事務所を開設し、農業

とともに取り組んできた。 

近隣農地の耕作依頼に応える形で、町内外の耕作者がい

なくなった農地（主に田んぼ）を一手に引き受けるように

なり、３年前には電気工事監理事務所を閉じて専業農家と

なった。 

当初は３ha の農地からのスタートであったが、現在は

55ha の農地を耕作しており、これは町内農地の８％にあた

る。 

目標の耕作引き受け面積は 60ha で、令和４年度には達成

する見込みである。 

耕作地は町内全域に及び、耕作しにくい農地も引き受け

ている。 

このうち 95％以上が借地であるが、これは「利益がある

限りは還元したい」との思いからで、土地所有者へ地代を

支払いながら耕作を行っている。 

また、常時雇用３人のうち２人は外国人であり、アルバ

イトも含めて積極的に若者を雇用している。 

冬期間にも、干し柿づくり、木の選定、ペレット状堆肥

づくりなどの作業を行い、雇用者の年間雇用と収入安定を

図っている。 

減反政策への対策として米の輸出も始め、最近では有機

農業にも積極的に取り組み、化学肥料の削減を目指すとと

もに、もみ殻・小ぬか・鶏ふんを使ったペレット状堆肥の

商品化にも取り組んでいる。 

 

地域の農業の集約・集積へ貢献は大きく、また、今後は

地域全体のバランスを考えながら、更なる農地の集積化を

目指すなど、地域から大いに期待されている農業者である。 

 

・町認定農業者 

・平成２７年から町農業委員を２期６年務める 

農業功績者、農業功績者感謝状贈呈者、農業名人認定者 

 



２ 農業功績者感謝状贈呈 

  農業委員会活動に協力し、著しい功績があった者に、感謝状を贈呈します。 

 

  農業功績者感謝状贈呈者  （上伊那で１人） 

 

市町村名 氏 名 功  績  の  概  要 

箕 輪 町 柴
しば

  恒
つね

年
とし

 

箕輪町農業委員会長 

・在任期間（平成 27 年 4 月～令和 3 年 3 月） 

上伊那農業委員会協議会副会長 

・在任期間（平成 27 年 4 月～平成 30 年 7 月） 

上伊那農業委員会協議会監事 

・在任期間（平成 30 年７月～令和 2 年７月） 

上伊那農業委員会協議会副会長 

・在任期間（令和 2 年７月～令和 3 年 3 月） 

 

 

３ 農業名人認定証授与 

農業・農村の振興対策として、村づくり・地域づくり・人づくりの重要性が広く認

識されるなかで、地域の農村文化や歴史等に誇りを持ち、そこに伝わる知恵や技術を

伝承していくことが重要です。 

このため、上伊那在住で農業関係等について腕自慢の方、あるいは後世に残したい

技術等の伝達者を「農業名人」に認定し、その技術等を長く継承するとともに新たな

ライフスタイルを創造してまいります。 

 

 

農業名人認定者 （上伊那で２人） 

 

 

市町村名 氏  名 名人の名称  

箕 輪 町 唐澤
からさわ

 成
しげ

好
よし

 野菜づくり  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和３年度認定 

農 業 名 人 

野菜づくり名人  唐澤
からさわ

 成
しげ

好
よし

 

  昭和 15 年生まれ  箕輪町在住 

  

～苗はすべて自分で種からおこす～ 

 

 

 東京で牛乳販売店の経営をしていたが、兄が亡くなっ

たことをきっかけに実家へ戻る。実家は酪農をしていた

が、自分には酪農経営は難しいと考え、畜舎等を他人に

譲って建設会社に 20年間勤務した。 

所有する農地が多かったことから、定年後には専業農家となり、現在に至る。 

農業技術や農業経営は、雑誌やインターネットで勉強したり、他の農家のやり方を参

考にするなどして身に付けたという。    

野菜づくりは、ブロッコリー、カリフラワー、白菜、スイートコーンなど多品種にわ

たる。苗はすべて自分で種からおこし、ハウスを活用した春一番レタスを出荷するなど、

栽培には工夫を重ねている。 

 最近では、箕輪町ふるさと納税の返礼品として自慢のスイートコーンが選ばれ、その

品質の高さは好評を博した。 

 このような高品質な野菜づくりは、まさに、これまでの研究や経験の積み重ねにより

得られた知見・技術を総動員した成果である。 

また、出荷先をなるべく直売所に集中させ高い利益率を確保するとともに、廃棄量の

減少を実現することで、持続可能な農業経営を実現している。 

 

町農業委員を平成１２年から１期３年務める。 

 

 

 

 


